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〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
県
下
松
市

（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
庁
及

び
下
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
呉
市
焼

山
町
字
能
登
呂
一
〇
四
四
六
の
一
八
・
一
〇
四
四
七
の

二（
以
上
二
筆
国
有
林
。次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
広
島
県
庁
及

び
呉
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
吾
川
郡

い
の
町
長
澤
字
フ
タ
マ
タ
九
一
の
一
三
か
ら
九
一
の
一

五
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

群
馬
県
甘
楽
郡

南
牧
村
大
字
大
塩
沢
字
大
向
一
二
一
一
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
千
歳
市

（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
北
海
道
庁
及

び
千
歳
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
川
上
郡

標
茶
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
北
海
道
庁
及

び
標
茶
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
那
須
塩

原
市
塩
原
字
門
前
一
六
四
三
の
二
、
一
六
四
三
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
農
林
水
産
一
二
一
六
〜
一
二
三
七
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
二
三
八
〜
一
二
四
六
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
一
〇
七
五
〜
一
〇
七
九
）

〇
国
土
交
通
省
関
係
住
宅
宿
泊
事
業
法
施
行

規
則
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
実
務
講
習
実

施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
の
件

（
同
一
〇
八
〇
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
陸
地
方
整
備
局
三
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
沖
縄
総
合
事
務
局
一
八
、
一
九
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

宮
内
庁

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

天
塩
川
水
系
、
久
慈
川
水
系
及
び
那
珂
川
水

系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
の
変
更
に
つ

い
て
（
国
土
交
通
省
）

国
家
試
験

令
和
八
年
度
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験

の
試
験
会
場
（
工
業
所
有
権
審
議
会
）

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
省
告
示
配
一
二
四
）

〔
資

料
〕

令
和
八
年
六
月
中
国
際
収
支
状
況
（
速
報
）

及
び
令
和
八
年
上
半
期
中
国
際
収
支
状
況

（
速
報
）（
財
務
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
簡
易

確
定
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
佐
野
市

並
木
町
字
中
妻
二
六
七
の
二
・
二
六
八
の
二
・
二
七
三

の
三
・
二
七
五
の
二
・
二
七
六
・
字
川
入
三
一
七
か
ら

三
二
一
ま
で
・
三
二
二
の
二
・
三
二
三
・
三
二
四
の

一
・
三
二
五
の
一
・
三
二
七
・
三
三
四
・
三
三
五
の
一

（
以
上
十
七
筆
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
害
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岩
手
県
岩
手

郡
岩
手
町
大
字
川
口
第
三
二
地
割
二
の
二
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

二

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岩
手
県
岩
手

郡
岩
手
町
大
字
川
口
第
三
四
地
割
八
八
の
二
（
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岩
手
県
庁
及

び
岩
手
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
静
岡
市

葵
区
水
見
色
字
藤
渕
二
〇
五
二
の
一
七
・
二
〇
五
二
の

二
五
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
二
〇
五
二
の
二
六
、
二
〇
五
二
の
三
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
静
岡
県
庁
及

び
静
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
南
丹
市

美
山
町
佐
々
里
中
ノ
谷
六
二
の
八
、
六
六
の
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
静
岡
市

葵
区
横
沢
字
シ
ト
ブ
四
六
二
の
一
・
四
六
二
の
三
（
以

上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
静
岡
県
庁
及

び
静
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

滋
賀
県
栗
東
市

観
音
寺
字
平
谷
四
五
九
の
一
九
、
四
五
九
の
二
〇

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

公
共
施
設
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

滋
賀
県
栗
東
市

荒
張
字
金
勝
山
一
三
九
一
の
四
五
・
一
三
九
一
の
五
〇

（
以
上
二
筆
国
有
林
。次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）・

一
三
九
一
の
四
六
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
滋
賀
県
庁
及

び
栗
東
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
高
井

郡
高
山
村
大
字
牧
字
湯
沢
滝
沢
二
九
七
五
の
三
六
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
佐

市

田
口
字
広
川
原
一
九
九
の
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
駒
ヶ
根

市
下
平
四
一
四
一
の
一
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
今
治
市

玉
川
町
龍
岡
上
字
四
天
神
道
上
甲
八
〇
〇
の
二
（
国
有

林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
豊
田
市

大
野
瀬
町
ネ
ヨ
リ
ソ
ト
九
の
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
豊
田
市

林
添
町
下
三
五
田
和
四
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
北
設
楽

郡
設
楽
町
八
橋
字
大
野
一
の
一
二
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め





令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
由
利
本

荘
市
鳥
海
町
中
直
根
字
大
膳
ヶ
沢
二
の
一
八
・
鳥
海
町

百
宅
字
天
配
一
〇
の
一
九
（
以
上
二
筆
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

ダ
ム
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
松
本
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。松

本
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
松
本
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
三
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
南
箕
輪
村
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
佐

市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
佐

市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
下
伊
那
郡
豊
丘
村
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。豊

丘
村
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
豊
丘
村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
松
本
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
松
本
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
伊
那
郡
箕
輪
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
箕
輪
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
駒
ヶ
根
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、駒
ヶ
根
市（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
駒
ヶ
根
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

川
東
谷

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
町
一
之
瀬
の
区
域
内
の
土
地

の
う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
二
十
一
点
ま
で
を
順
次
結
ん

だ
線
及
び
一
点
と
二
十
一
点
を
昭
和
四
十
七
年
建
設
省

告
示
第
七
百
二
十
二
号
で
指
定
し
た
同
号
五
に
掲
げ
る

土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地

の
区
域

点
北
緯

東
経

１
35
18
539380

136
29
239590

２
35
18
537515

136
29
238440

３
35
18
544540

136
29
225766

４
35
18
542080

136
29
225152

５
35
18
541650

136
29
223481

６
35
18
543277

136
29
220913

７
35
18
551065

136
29
217354

８
3 5
18
550647

136
29
215771

９
35
18
553244

136
29
211131

10
35
18
561796

136
29
207824

11
35
18
561651

136
29
203606

12
35
18
563540

136
29
201162

13
35
18
566962

136
29
201483

14
35
18
568263

136
29
204124

15
35
18
567926

136
29
208104

16
35
18
566676

136
29
210674

17
35
18
564905

136
29
210648

18
35
18
561229

136
29
215799

19
35
18
561494

136
29
218814

20
35
18
565219

136
29
221404

21
35
18
566616

136
29
223416

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
飯
島
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。飯

島
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
飯
島
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
伊
那
郡
中
川
村
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。中

川
村
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
中
川
村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
十
五
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
十
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

三
都
郷
地
区
第
一
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
四
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
四
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村

字
三
都
郷

七
一
四
八
番
イ

一
号
、
二
号
、
十
三
号

及
び
十
四
号

七
一
四
七
番
一

三
号
か
ら
八
号
ま
で

七
一
五
四
番

九
号
か
ら
十
二
号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

貸
草
二
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十
三

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十
三
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

山
口
県
防
府
市
大
字
牟
礼

字
東
林
庵

三
二
八
番
一

一
号
、
二

号
及
び
三

十
三
号

三
三
一
番

地
先
道
路
敷

三
十
号

三
三
一
番

三
十
一
号

三
三
二
番
一

三
十
二
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

佐
久
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
十
三

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
十
三
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

東
京
都
大
島
町
元
町

字
十
二
礎

六
四
七
番
一

一
号
か
ら
十
三
号
ま

で
及
び
五
十
九
号
か

ら
六
十
三
号
ま
で

六
四
七
番
二

十
四
号
か
ら
二
十
号

ま
で

六
四
七
番
三

二
十
一
号
及
び
二
十

二
号

六
五
〇
番

二
十
三
号

六
五
〇
番

地
先
水
路
敷

二
十
四
号
及
び
二
十

五
号

字
坂
田

六
四
九
番
二

二
十
六
号
か
ら
二
十

八
号
ま
で

六
四
六
番
三
一

二
十
九
号
及
び
三
十

号

六
四
六
番
二
二

三
十
一
号
か
ら
三
十

五
号
ま
で

六
四
六
番
五
及
び

六
四
六
番
二
一

三
十
六
号
か
ら
五
十

五
号
ま
で

六
四
六
番
六

五
十
六
号
か
ら
五
十

八
号
ま
で





点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

押
出
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

長
野
県
上
田
市
上
田
原
の
区
域
内
の
土
地
の
う
ち
、

次
の
一
点
か
ら
十
九
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
一

点
と
十
九
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

１
36
22
568356

138
13
415877

２
36
22
571496

138
13
413881

３
36
22
572407

138
13
415790

４
36
22
570703

138
13
418855

５
36
22
570114

138
13
421562

６
36
22
573900

138
13
425961

７
36
22
574755

138
13
429382

８
36
22
573194

138
13
438890

９
36
22
568639

138
13
443815

10
36
22
558190

138
13
446676

11
36
22
542225

138
13
447547

12
36
22
521970

138
13
479213

13
36
22
515588

138
13
477763

14
36
22
534925

138
13
434458

15
36
22
549498

138
13
422370

16
36
22
551914

138
13
409274

17
36
22
553773

138
13
407837

18
36
22
561124

138
13
411976

19
36
22
566784

138
13
414568

一

代
表
者
の
変
更

変
更
前

篠
原

末
治

変
更
後

村
本

佳
宜

二

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
日

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
与
那

原
方
切
原
一
一
〇
六
番
か
ら
那
覇

市
字
上
間
前
田
原
三
四
七
番
六
ま

で

前

Ａ

一
八
・
〇
〇
〜

二
四
・
九
六

五
・
六
五
五

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

後

Ｂ

二
八
・
〇
〇
〜
一
二
四
・
二
〇

五
・
五
五
〇

前

Ａ

一
八
・
〇
〇
〜

二
四
・
九
六

五
・
六
五
五

後

Ｂ

二
八
・
〇
〇
〜
一
二
四
・
二
〇

五
・
五
五
〇

図
面
縦
覧
場
所

沖
縄
総
合
事
務
局
及
び
同
局
南
部
国
道
事
務
所

令和年月日 金曜日 第号官 報

字
平
左
原

一
〇
一
〇
四
番

三
号
及
び

四
号

四
五
六
九
番

五
号
及
び

二
十
八
号

四
五
六
二
番

八
号
及
び

九
号

一
〇
〇
四
二
番
九
五

十
号

一
〇
〇
四
二
番
九
一

十
一
号

一
〇
一
一
七
番

十
三
号

一
〇
一
一
六
番
一
〇

十
四
号
及

び
十
五
号

一
〇
一
一
六
番
一
三

十
六
号

一
〇
〇
六
六
番
一

十
八
号

一
〇
一
一
六
番
五

十
九
号

一
〇
〇
四
二
番
九
三

二
十
一
号

一
〇
一
一
五
番
三

二
十
二
号

及
び
二
十

四
号

一
〇
一
一
五
番
四

二
十
三
号

四
五
七
三
番

二
十
五
号

四
五
六
三
番
二

二
十
六
号

四
五
六
三
番
一

二
十
七
号

四
五
七
二
番

二
十
九
号

字
新
山

四
五
五
八
番

六
号

一
〇
一
一
八
番
二
二

七
号

字
大
光
寺
原
ノ
上

一
〇
〇
六
七
番
二

十
二
号
及

び
二
十
号

一
〇
〇
六
七
番
一
一

十
七
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
十
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
八
十
号

国
土
交
通
省
関
係
住
宅
宿
泊
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成

二
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
五
号
）
第
九
条
の
七
の

規
定
に
よ
り
、
同
規
則
第
九
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
登

録
実
務
講
習
を
行
う
機
関
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
全
国
農

協
観
光
協
会
か
ら
代
表
者
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、同
規
則
第
九
条
の
十
七
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

植
田

雅
俊

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
七
十
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

七
尾
市
千
野
町
ほ
五
一
番
一
か
ら
同
市
千
野
町
ほ
六
〇
番

一
ま
で

前後

二
八
二
･
九
六
〜
二
二
五
･
一
九

二
八
二
･
九
六
〜
二
一
七
･
四
六

〇
・
〇
九
六

〇
・
〇
九
六

図
面
縦
覧
場
所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
金
沢
河
川
国
道
事
務
所

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

小
八
木
大
成

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
百
二
十
九
号

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

小
八
木
大
成

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

三
百
二
十
九
号

沖
縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
字
宮
平
内
原
四
二
六
番
一
九
か
ら
同
町

字
新
川
崎
山
原
一
四
六
番
一
ま
で

沖
縄
総
合
事
務
局
及
び
同
局
南

部
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日





人 事 異 動

皇 室 事 項

官 庁 報 告

令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

内 閣

国 務 大 臣 上 野 賢 一 郎

内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 黄 川 田 仁 志 海 外 出 張 不 在 中 内

閣 府 特 命 担 当 大 臣 （ 沖 縄 及 び 北 方 対 策 、 消 費 者 及

び 食 品 安 全 、 こ ど も 政 策 少 子 化 対 策 若 者 活 躍

男 女 共 同 参 画 、 地 方 創 生 、 ア イ ヌ 施 策 並 び に 共 生 ・

共 助 ） 事 務 代 理 を 命 ず る

（ 千 葉 地 方 裁 判 所 判 事 兼 千 葉 家

庭 裁 判 所 判 事 ・ 千 葉 簡 易 裁 判

所 判 事 ） 判 事 兼 簡 易 裁 判 所 判

事 原 彰 一

願 に 依 り 本 官 並 び に 兼 官 を 免 ず る （ 以 上 八 月 十 九

日 ）

宮 内 庁

皇 嗣 職 宮 務 官 長 小 山 永 樹

皇 嗣 職 大 夫 吉 田 尚 正 海 外 出 張 不 在 中 皇 嗣 職 大 夫 事

務 代 理 を 命 ず る （ 八 月 十 八 日 ）

信 任 状 捧 呈 式

八 月 十 八 日 午 前 十 時 三 十 分 、 宮 中 に お い て 、 新

任 本 邦 駐 在 オ ー ス ト ラ リ ア 特 命 全 権 大 使 ア ン ド

リ ュ ー ・ ジ ェ イ ム ズ ・ シ ー ラ ー の 信 任 状 捧 呈 式 を

行 わ れ た 。

八 月 十 八 日 午 前 十 一 時 、 宮 中 に お い て 、 新 任 本

邦 駐 在 イ ン ド ネ シ ア 特 命 全 権 大 使 ヌ ル マ ラ ・ カ ル

テ ィ ニ ・ パ ン ジ ャ イ タ ン ・ シ ャ フ リ ル の 信 任 状 捧

呈 式 を 行 わ れ た 。

御 祝 電
天 皇 陛 下 は 、 ハ ン ガ リ ー の 建 国 記 念 日 に つ き 、

八 月 十 九 日 同 国 大 統 領 代 行 閣 下 へ 御 祝 電 を 発 せ ら

れ た 。
官 庁 事 項

天 塩 川 水 系 、 久 慈 川 水 系 及 び 那 珂 川 水 系 に 係 る 河

川 整 備 基 本 方 針 の 変 更 に つ い て

河 川 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法 律 第 百 六 十 七 号 ） 第 十

六 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 八 月 五 日 に 、

天 塩 川 水 系 、 久 慈 川 水 系 及 び 那 珂 川 水 系 に 係 る 河

川 整 備 基 本 方 針 を 変 更 し た の で 、 同 条 第 六 項 に お

い て 準 用 す る 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 、 変 更 し

た 旨 を 公 表 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 一 日
国 土 交 通 大 臣 金 子 恭 之

国 家 試 験

令和８年度特定侵害訴訟代理業務試験の試験会場
令和８年度特定侵害訴訟代理業務試験の試験会
場について、次のとおり公告する。
令和８年８月 21 日

工業所有権審議会会長 時田 隆仁
＜受験地＞
東京 専修大学 神田キャンパス 10号館
〔東京都千代田区神田神保町３８〕
大阪 千里ライフサイエンスセンター
〔大阪府豊中市新千里東町１４２〕

＜注意事項＞
 会場への直接の問い合わせ等は行わないこ
と。
 会場への車の乗り入れは厳禁であること。
 試験室の室温の感じ方には個人差があり、
また、設備によっては試験室内の温度が一定
にならない場合もあるため、着衣については、
各自留意すること。





資 料

令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

令和８年６月中国際収支状況（速報）
財 務 省
(単位：億円、％)

項 目 ６ 月 前 月 前 年 同 月
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 －3,637 －34 3,067

(対 前 年 同 月 比) ( ) ( －99.1) ( 4.9)
貿 易 収 支 －1,352 69 4,673

(対 前 年 同 月 比) ( ) ( ) ( －28.8)
輸 出 104,801 93,602 90,081

(対 前 年 同 月 比) ( 16.3) ( 14.7) ( －3.2)
輸 入 106,153 93,533 85,408

(対 前 年 同 月 比) ( 24.3) ( 8.1) ( －1.3)
サ ー ビ ス 収 支 －2,285 －103 －1,606
(対 前 年 同 月 比) ( 42.3) ( ) ( －55.8)
第 一 次 所 得 収 支 3,801 42,756 14,449

(対 前 年 同 月 比) ( －73.7) ( 2.3) ( －20.3)
第 二 次 所 得 収 支 －1,086 －3,040 －4,698
(対 前 年 同 月 比) ( －76.9) ( －38.4) ( 147.9)

経 常 収 支 －923 39,683 12,818

(対 前 年 同 月 比) ( ) ( 19.5) ( －33.1)
資 本 移 転 等 収 支 －4,630 －155 －583

直 接 投 資 15,696 32,343 36,204

証 券 投 資 89,329 －20,349 －31,660
金 融 派 生 商 品 22,061 6,283 5,441

そ の 他 投 資 －120,298 146,943 631

外 貨 準 備 2,871 －114,354 1,497

金 融 収 支 9,658 50,865 12,113

誤 差 脱 漏 15,211 11,338 －122
（備考） 四捨五入のため、合計に合わないことがある。

 金融収支の符号は、＋は純資産（資産－負債）の増加、－は同減少を示す。
令和８年上半期中国際収支状況（速報）

財 務 省
(単位：億円、％)

項 目 令和８年上半期 前 期 前 年 同 期
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 －10,802 －9,687 －30,421
(対 前 年 同 期 比) ( －64.5) ( －46.8) ( －25.6)
貿 易 収 支 7,421 8,959 －14,636
(対 前 年 同 期 比) ( ) ( ) ( －27.6)
輸 出 591,929 560,676 524,789

(対 前 年 同 期 比) ( 12.8) ( 1.5) ( 2.1)
輸 入 584,508 551,717 539,425

(対 前 年 同 期 比) ( 8.4) ( －1.3) ( 1.0)
サ ー ビ ス 収 支 －18,223 －18,645 －15,785
(対 前 年 同 期 比) ( 15.4) ( 65.5) ( －23.7)
第 一 次 所 得 収 支 204,914 213,991 204,210

(対 前 年 同 期 比) ( 0.3) ( 5.5) ( 1.9)
第 二 次 所 得 収 支 －19,821 －24,261 －31,483
(対 前 年 同 期 比) ( －37.0) ( －7.3) ( 24.7)
経 常 収 支 174,292 180,043 142,307

(対 前 年 同 期 比) ( 22.5) ( 13.6) ( 5.9)
資 本 移 転 等 収 支 －6,112 －1,118 －3,204

直 接 投 資 116,460 130,505 126,561

証 券 投 資 －187,543 －100,047 －56,875
金 融 派 生 商 品 54,489 42,842 13,367

そ の 他 投 資 300,457 47,082 37,903

外 貨 準 備 －98,969 32,989 22,511

金 融 収 支 184,893 153,371 143,467

誤 差 脱 漏 16,712 －25,555 4,364

（備考） 四捨五入のため、合計に合わないことがある。
 金融収支の符号は、＋は純資産（資産－負債）の増加、－は同減少を示す。





公 告

令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報





令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告
除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間





令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報 破産手続開始・破産手続廃止

及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続廃止

破産手続終結






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

書面による計算報告






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

特別清算開始
令和８年（ヒ）第２０４４号
東京都港区六本木３丁目２番１号
清算株式会社 株式会社インフラトップ
代表清算人 大畠 悠介

１ 決定年月日 令和８年８月４日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第３号
北海道北斗市東浜１丁目10番45号
清算株式会社 宗山木材株式会社
代表清算人 増田 佑司
１ 決定年月日 令和８年８月５日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始
を命ずる。

函館地方裁判所民事部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第２００８号
東京都千代田区麹町４丁目３番29号 ＶＯＲＴ
紀尾井坂６階
清算株式会社 ＵＫ管財株式会社
代表清算人 佐藤 英人
１ 決定年月日 令和８年８月４日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
１ 協定債権の権利変更
協定債権（以下当該債権に係る債権者を「協定
債権者」という）については、以下のとおり権利
変更を受ける。
（１） 債権債務の確認
ＵＫ管財株式会社（以下「会社」という）が各
協定債権者に対し負担している令和７年１１月２
８日時点の債権元本、利息及び遅延損害金の合計
額は、別紙協定案別表の「債権額」欄記載の額で
あることを確認する。
（２） 協定債権者に対する弁済
会社は、協定債権者上野寅治及び磯部加代子を
除く各協定債権者（以下「本協定債権者」という）
に対し、本協定の認可決定確定日から２か月以内
に、別紙協定案別表の「弁済額」欄記載の金員を
支払う。
（３） 本協定債権者による債務免除
本協定債権者は、会社から前項の金員の弁済を
受けたときは、当該弁済がなされた日に、会社に
対するその余の債務を免除する。
（４） その他の協定債権者による債務免除
協定債権者上野寅治及び磯部加代子は、本協定
の認可決定が確定したときは、会社が協定債権者
上野寅治及び磯部加代子に対して負担する一切の
債務を免除する。

（５） 新たな財産が発見された場合の追加弁済
会社は、前記（２）の規定に基づく弁済後、会
社に新たな財産が発見されたときは、速やかにこ
れを換価し、本協定債権者に対し、換価代金から
必要な費用を控除した残額を別紙協定案別表の
「配当基準額」欄記載の金額割合に応じて支払う。
この場合においては、前記（３）の規定により会
社が受けた残債務の免除は、新たにされた弁済の
限度で効力を失うものとする。
２ 弁済の方法
（１） 支払の方法
協定債権の弁済は、会社の本店所在地において
行う。ただし、本協定債権者が金融機関の口座を
指定して振込を希望した場合には、当該口座に振
込む方法により支払うものとし、振込に要する費
用は会社の負担とする。
（２） 弁済額計算における端数の処理
協定債権の弁済額を計算するにあたって生じる
１円未満の端数は切り捨てる。
（３） 本協定債権者の弁済受領不能等
会社は、本協定債権者の住所変更等のやむを得
ない事情により弁済することができなかった場
合、速やかに供託を行なうものとし、弁済に遅延
した期間にかかる遅延損害金等は生じないものと
する。

以 上
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第２０１８号
東京都渋谷区道玄坂１丁目15番３号 プリメー
ラ道玄坂418号室
清算株式会社 株式会社ＰＲＥＷＡＮ
代表清算人 廣田 昌平
１ 決定年月日 令和８年８月６日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 本協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、令和８年５月11日
（開始決定日の前日）までの原因に基づいて発生
した協定債権（以下「特別清算債権」という。）
とする。
２ 弁済の場所及び端数の処理
（１）本協定に基づく弁済は、特別清算債権を有
する債権者（以下「特別清算債権者」という。）
の指定する金融機関口座に振り込む方法により実
施する。ただし、振込手数料は、清算株式会社の
負担とする。

（２）按分弁済の結果生じる１円未満の端数は切
り捨てる。
第２ 弁済及び免除
１ 開始決定日以降の利息・遅延損害金の免除
特別清算債権のうち、令和８年５月12日（開始
決定日）以降の利息・遅延損害金（以下「開始後
利息等」という。）については、本協定の認可の
決定が確定した日（以下「認可決定確定日」とい
う。）に、全額免除を受ける。
２ 弁済及び免除の一般原則
（１）弁済
清算株式会社は、各特別清算債権者に対し、認
可決定確定日から２週間以内で清算株式会社が別
途定める日に、換価代金から必要な費用等並びに
共益的債権及び優先債権を控除した残額を、各特
別清算債権（開始後利息等を除く。以下同じ）の
額に応じて按分して弁済する。
（２）免除
各特別清算債権者は、上記（１）の規定による
弁済を受けたときは、清算株式会社に対し、各特
別清算債権の額から各弁済額を控除した残額につ
き、その債務を免除する。
第３ 残余財産の処理
上記第２の２（１）の弁済の後、清算株式会社
に新たな財産が発見されたときは、清算株式会社
は、これを速やかに換価し、各特別清算債権者に
対し、換価代金から必要な費用並びに共益的債権
及び優先債権を控除した残額を、上記第２の２
（１）の弁済時点の各特別清算債権の額の割合に
応じて弁済する。この場合においては、各特別清
算債権者が上記第２の２（２）の規定により行っ
た免除は、新たにされた弁済の限度で効力を失う。
（別紙省略）

東京地方裁判所民事第２０部

監 督 命 令



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和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

対象債権の届出期間及び届出
債権の認否期間の伸長

令和８年（集）第１号
大阪市中央区南新町一丁目２番４号椿本ビル５
階５０２号室
債権届出団体 特定非営利活動法人消費者支援
機構関西
神戸市中央区小野柄通三丁目２番23号加藤三宮
ビル２Ｆ
相手方 株式会社スターリーナイトカンパニー
決定の要旨 簡易確定手続開始申立事件における
各期間を次のとおり伸長する。
１ 届出期間 令和９年１月15日まで
２ 認否期間 令和９年３月18日まで
令和８年８月６日

大阪地方裁判所第６民事部

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 金曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
ttp
s://m

o
th
erth
.co
m
/

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

一
二
七
頁
（
号
外
第
一
五
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

千
葉
県
流
山
市
向
小
金
三
丁
目
一
四
七
番
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
マ
ザ
ア
ス

代
表
取
締
役

伊
藤

和
宏

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
一
丁
目
八
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
・
ラ
イ
フ
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア

代
表
取
締
役

伊
藤

和
宏

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
の
株

主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
六
月
二
十
九
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。
乙
は
会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
株
主
総
会
の
承
認
を
要
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
〇
八
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
一
日

掲
載
頁

九
十
八
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
一
号

（
甲
）
Ｓ
Ｂ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
尾

寿
倫

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
一
号

（
乙
）
マ
ム
ズ
ラ
ボ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
口

愼
吾

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
新
橋
三
丁
目
一
三
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ａ

代
表
取
締
役

後
藤

努

東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
二
番
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｇ
ｒ
ａ
ｂ

Ｓ
ｕ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ

代
表
取
締
役

後
藤

努

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
乙
は
会
社
法

第
七
八
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
株
主

総
会
の
承
認
を
得
な
い
で
こ
の
合
併
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額

の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
令
和
八
年
六
月
三
十
日
付
け
官
報
一
一
六
頁
（
号

外
第
一
四
五
号
）

（
乙
）
令
和
八
年
六
月
三
十
日
付
け
官
報
一
一
六
頁
（
号

外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
五
番
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
大
林
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー

代
表
取
締
役

栗
本

慎
治

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
五
番
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
大
林
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー

代
表
取
締
役

長
瀬

有
弘

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
会
社
法
第
三
一
九
条
第
一
項
に

基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
全
員
の

同
意
）
は
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.co
m
n
ico
.jp
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.co
m
n
ico
.jp
/co
m
p
a
n
y
/

ricecu
rry
ls

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
一
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
コ
ム
ニ
コ

代
表
取
締
役

長
谷
川
直
紀

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
一
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
Ｌ
Ｓ

代
表
取
締
役

長
谷
川
直
紀

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
の
株

主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
六
月
二
十
五
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
乙
は
会
社
法
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
お
よ
び
資
本
金
の

額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.to
y
o
su
g
a
r.co
.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
一
四
番
一
号

（
甲
）
ウ
ェ
ル
ネ
オ
シ
ュ
ガ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
本

貢
司

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
富
沢
町
一
二
番
二
〇
号

（
乙
）
東
洋
精
糖
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

松
沢

隆





令和年月日 金曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

掲
載
頁

五
十
四
頁
（
号
外
第
一
六
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
六
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
イ
・
エ
ス
・
ビ
ー

代
表
取
締
役

若
尾

一
史

東
京
都
品
川
区
大
崎
五
丁
目
一
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｔ

ｓ
ｔ
ｏ
ｃ
ｋ

代
表
取
締
役

若
尾

一
史

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

（
乙
）
掲
載

胆
江
日
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

七
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
一
一
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
日
本
工
作
機
械
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

代
表
取
締
役

石
川

健
一

岡
山
県
笠
岡
市
西
茂
平
二
四
番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
ア
イ
オ
ー
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

石
川

健
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
七
日

掲
載
頁

一
一
二
頁
（
号
外
第
一
七
八
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
七
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
七
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
一
〇
番
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
リ
ブ
ラ

代
表
取
締
役

髙
山

芳
之

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
一
〇
番
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ス
コ
ー
ピ
オ

代
表
取
締
役

髙
山

芳
之

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
六
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
二
十
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
六
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
二
十
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
一
丁
目
一
三
番
一
号

（
甲
）
４
７
内
装
株
式
会
社

代
表
取
締
役

槌
井

紀
之

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
一
丁
目
一
三
番
一
号

（
乙
）
４
７
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

槌
井

紀
之

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
八
頁
（
号
外
第
一
八
二
号
）

（
乙
・
丙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
一
八
二
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

奈
良
県
橿
原
市
醍
醐
町
三
八
四
番
一

（
甲
）
株
式
会
社
Ｋ
Ｐ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

金
山

靖
昌

奈
良
県
橿
原
市
醍
醐
町
三
八
四
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
グ
ッ
ド
タ
フ

代
表
取
締
役

金
山

靖
昌

奈
良
県
桜
井
市
大
字
吉
備
五
六
四
番
地
の
三

Ｓ
Ｈ
Ｒ
ビ
ル
桜
井
三
〇
三
号

（
丙
）
Ｋ
Ｓ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
山

靖
昌

合
併
公
告

債
権
者
及
び
株
主
等
関
係
者

各
位

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
六
頁
（
号
外
第
一
八
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

九
十
頁
（
号
外
第
一
八
二
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
玉
野
市
築
港
五
丁
目
四
番
一
号

（
甲
）
日
本
特
殊
炉
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
方

隆
行

大
阪
府
堺
市
美
原
区
木
材
通
四
丁
目
一
二
番
二
九
号

（
乙
）
日
特
フ
ァ
ー
ネ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
方

隆
行

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
（
甲

株
式
八
六
八
万
株
を
含
む
）
及
び
丙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
各
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
://w
w
w
.k
k
n
.co
.jp
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.b
rh
d
.co
.jp
/

（
丙
）h

ttp
s://k
y
o
k
u
to
ta
k
a
m
iy
a
.co
.jp
/

a
n
n
o
u
n
ce.h
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令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

広
島
県
広
島
市
東
区
光
町
二
丁
目
六
番
三
一
号

（
甲
）
極
東
興
和
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
根

隆
志

広
島
県
広
島
市
東
区
光
町
二
丁
目
六
番
三
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ビ
ー
ア
ー
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

代
表
取
締
役

山
根

隆
志

広
島
県
広
島
市
東
区
光
町
二
丁
目
六
番
三
一
号

（
丙
）
キ
ョ
ク
ト
ウ
高
宮
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中

謙
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
六
日

掲
載
頁

四
十
六
頁
（
号
外
第
一
三
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
九
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
一
二
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
三
丁
目
二
七
番
二
二
号

（
甲
）
麻
生
介
護
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

栁

倫
明

福
岡
市
城
南
区
長
尾
四
丁
目
五
番
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
ケ
ア
ワ
ー
ク
九
州

代
表
取
締
役

栁

倫
明





令和年月日 金曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）は
、吸
収
分
割
に
よ
り
キ
ヤ
ノ
ン
メ
ド
テ
ッ

ク
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
（
乙
、
住
所
神
奈
川
県
川
崎
市
中

原
区
今
井
上
町
九
番
一
号
）
の
全
事
業
に
関
す
る
権
利
義

務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

掲
載
頁

六
十
三
頁
（
号
外
第
七
十
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

掲
載
頁

四
十
五
頁
（
号
外
第
七
十
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

栃
木
県
大
田
原
市
下
石
上
一
三
八
五
番
地

キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

堀

雄
彦

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
乙
の
営
む
映
像
配

信
サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｏ
」
の
運
営
、「
Ｌ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ

ｏ
」
に
お
け
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
等
の
事
業
に
関

す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.d
o
co
m
o
.n
e.jp
/

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
二
番
二
〇
号

（
甲
）
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
共
同
事
業
準
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

聡

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
一
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

代
表
取
締
役

前
田

義
晃

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
鹿
児
島
県
伊
佐

市
大
口
小
川
内
字
上
場
五
一
四

六
他
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
８
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
８
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
２
５
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
２
５
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
熊
本
県
八
代
市

二
見
本
町
字
上
原
五
四
九
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業

に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
８
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
８
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
２
５
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
２
５
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
千
葉
県
香
取
郡

多
古
町
字
大
川
場
三
〇
四
五

一
他
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
８
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
８
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
一
三
番
二
号
サ
ン
ラ

イ
ズ
青
山
二
Ｆ
青
山
国
際
税
理
士
法
人
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
ホ
オ
ジ
ロ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
ホ
オ
ジ
ロ
一
般
社
団

法
人職

務
執
行
者

髙
木

康
行

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
滋
賀
県
東
近
江

市
平
柳
町
字
北
浦
五
四
五

一
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
８
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
８
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
五
番
二
号
汐
留
シ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
八
階

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
ミ
モ
ザ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
ミ
モ
ザ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
岐
阜
県
加
茂
郡

白
川
町
白
山
字
道
木
橋
九
一

一
他
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
事
業
及
び
岐
阜
県
加
茂
郡
白
川
町
白
山
字
道
木
橋
六

六

一
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
権
利
義
務

を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
８
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
８
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
一
三
番
二
号
サ
ン
ラ

イ
ズ
青
山
二
Ｆ
青
山
国
際
税
理
士
法
人
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
モ
ミ
ジ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
モ
ミ
ジ
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

髙
木

康
行

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
山
口
県
宇
部
市

大
字
芦
河
内
字
草
穴
五
五
六

二
他
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
事
業
、
山
口
県
宇
部
市
大
字
如
意
寺
字
畑
尻
二
四
二
他

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
、
山
口
県
下
関
市
豊
北
町
大

字
滝
部
字
砥
場
一
九
三
二
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業

及
び
徳
島
県
徳
島
市
丈
六
町
長
尾
三
九

二
他
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
３
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
３
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
ア
ジ
サ
イ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
ア
ジ
サ
イ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
顧
客
サ
イ
ト

内
集
中
印
刷
及
び
こ
れ
に
付
随
す
るD

o
cu
m
en
t

O
u
tso
u
rcin
g
S
erv
ice

（
顧
客
サ
イ
ト
に
お
い
て
分
散

配
置
さ
れ
た
複
合
機
の
み
を
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
除

く
）
の
提
供
事
業
（
営
業
組
織
を
除
く
）
に
関
す
る
権
利

義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
日

掲
載
頁

二
十
頁

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
十
三
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
板
橋
区
坂
下
一
丁
目
一
九
番
一
号

（
甲
）
富
士
フ
イ
ル
ム
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社

代
表
取
締
役

髙
村

勲

東
京
都
江
東
区
豊
洲
二
丁
目
二
番
一
号

（
乙
）
富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

取
締
役
社
長

旗
生

泰
一





令和年月日 金曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
岡
山
県
笠
岡
市

鋼
管
町
一
七

二
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
権

利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
３
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
３
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目
九
番
地
一
五
東
京
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
綜
合
事
務
所
内

（
乙
）
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
１
３
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
１
３
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

池
田

卓
也

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
乙
の
営
む
商
業
施

設
（
温
浴
施
設
「
横
浜
天
然
温
泉
Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｅ
Ａ
Ｓ
（
ス

パ
イ
ア
ス
）」及
び
ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設
「
ハ
マ
ボ
ー
ル
」）

の
運
営
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）並
び
に
吸

収
分
割
契
約
書
第
六
条
に
定
め
る
専
ら
本
件
事
業
に
係
る

権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
は
、
丙
が
保
有
す
る
複
合
商
業
施
設
「
ハ
マ

ボ
ー
ル
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」（
神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
北
幸
二

丁
目
二
番
一
号
）
内
の
温
浴
施
設
「
横
浜
天
然
温
泉
Ｓ
Ｐ

Ａ

Ｅ
Ａ
Ｓ（
ス
パ
イ
ア
ス
）」及
び
ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設「
ハ

マ
ボ
ー
ル
」
に
か
か
る
吸
収
分
割
契
約
書
別
紙
「
承
継
資

産
明
細
表
」
記
載
の
資
産
、
並
び
に
こ
れ
に
か
か
る
権
利

義
務
及
び
契
約
を
承
継
し
、
丙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
ttp
s://w

w
w
.m
itsu
u
ro
k
o -sp

o
rts.co

m
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.m
itsu
u
ro
k
o
.co
.jp
/

（
丙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

横
浜
市
西
区
北
幸
二
丁
目
二
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
ス
ポ
ー
ツ

代
表
取
締
役

田
島

晃
平

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
ロ
コ

代
表
取
締
役

田
島

晃
平

東
京
都
中
央
区
京
橋
三
丁
目
一
番
一
号

（
丙
）
株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

田
島

晃
平

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
業
及
び

こ
れ
に
付
随
す
る
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙

は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
三
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
一
八
一
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
三
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
一
八
一
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
北
区
同
心
一
丁
目
四
番
三
四
号
二
階

（
甲
）
ア
ー
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

王

育
才

東
京
都
港
区
芝
二
丁
目
一
〇
番
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
ー
ス

代
表
取
締
役

王

育
才

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
Ｔ
ｒ
ｙ
＆
Ｋ
ｅ
ｙ
株
式
会
社
と

し
、
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

札
幌
市
西
区
琴
似
一
条
五
丁
目
四
番
一
七
号
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
ー
プ
ビ
ル
四
〇
三
号
室

Ｔ
ｒ
ｙ
＆
Ｋ
ｅ
ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

竹
井

啓
祐

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
康
盛
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

埼
玉
県
春
日
部
市
谷
原
新
田
二
一
二
四

三

康
盛
合
同
会
社

代
表
社
員

畢

会

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
北
青
山
一
丁
目
三
番
一
号

デ
ィ
ー
・
コ
ン
セ
ン
テ
ス
合
同
会
社

代
表
社
員

田
中

洋
平

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

愛
知
県
岡
崎
市
赤
渋
町
字
西
河
原
一
五
番
地
一

Ｍ
Ｏ
Ｅ

ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

柵
木

智
洋

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
三
番
一

七
〇
〇
号

合
同
会
社
ト
リ
ニ
テ
ィ

代
表
社
員

青
木

達
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
中
津
口
一
丁
目
一

〇

二
三
Ｎ
ビ
ル
一
〇
三
号

Ｄ
Ｕ
Ｃ

Ｋ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｈ
合
同
会
社

代
表
社
員

グ
エ
ン
・
ド
ッ
ク
・
カ
ン

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
二
百
二
十
万
九
千
二
百

五
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.g
en
ery
.co
.jp

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
丁
目
一
六
番
七
号

株
式
会
社
ジ
ェ
ネ
リ
ー

代
表
取
締
役

洵

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
億
四
千
七
百
二
十
万
七
千

七
百
四
十
六
円
減
少
し
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
丁
目
二
七
番
八
号

株
式
会
社
レ
ア
ジ
ョ
ブ

代
表
取
締
役

中
村

岳

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
し
五
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
六
日

掲
載
頁

六
十
九
頁
（
号
外
第
二
八
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号
恵
比

寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
タ
ワ
ー
二
〇
階

株
式
会
社
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
Ｘ

代
表
取
締
役

東
野

智
晴





令和年月日 金曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
二
百
三
十
八
万
一
千
三

百
二
十
六
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
二
六

八
第
五
清
水

ビ
ル
四
階

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ

Ｉ
ｎ
ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中
健
太
郎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
百
十
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号
渋
谷

道
玄
坂
東
急
ビ
ル
二
Ｆ

Ｃ

株
式
会
社
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ

代
表
取
締
役

木
村

唯
人

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
十
九
億
七
千
八
百
三
十
万

円
減
少
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
額
全
額
を
資
本
準
備
金

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
九
日

掲
載
頁

一
五
一
頁
（
号
外
第
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
大
田
区
平
和
島
六
丁
目
一
番
一
号

S
ta
rlig
h
t
E
n
g
in
e 株
式
会
社

代
表
取
締
役

世
古

圭

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
五
億
七
千
万
五
千
円
減
少
し
、

三
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
南
幸
二
丁
目
一
五
番
二
〇

号
Ｙ
Ｂ
Ｓ
南
幸
ビ
ル
五
階

株
式
会
社
Ｒ
Ｂ
Ｇ
Ｐ
２

代
表
取
締
役

金
子

英
正

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
百
三
億
六
千
九
百
九
十

九
万
五
千
四
百
二
十
三
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
二
頁
（
号
外
第
一
八
二
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
芝
四
丁
目
一
三
番
二
号
田
町
フ
ロ
ン

ト
ビ
ル
九
Ｆ

株
式
会
社
ス
リ
ー
ア
ー
ル

代
表
取
締
役

宮
下

純

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
九
千
九
百
九
十
九
万
二

千
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
九
千
九
百
九
十
九
万
二

千
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
十
三
日

掲
載
頁

十
三
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
六
番
一
号

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

郡
谷

康
士

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
七
億
三
千
五
百
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
三
十
七
億
三
千
五
百
万
円
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
南
青
山
一
丁
目
一
五
番
五
号

シ
ェ
ア
フ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

横
井

聡

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
億
円
、
資
本
準
備
金
の
額

を
十
億
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
億
五
千
万
円
と
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
十
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
二
丁
目
一
〇
番
九
号

Ｇ
ｅ
Ｎ
ｉ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

齊
藤
雄
一
郎

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
八
千
二
十
五
万
円
、
資

本
準
備
金
の
額
を
一
億
九
千
九
百
七
十
五
万
円
減
少
し
、

そ
れ
ぞ
れ
二
千
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
五
番
三
号

株
式
会
社
Ｒ

フ
ァ
ン
ド
１
０
号

代
表
取
締
役

飯
山

英
輝

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
現
在
の
資
本
金
の

額
を
一
億
九
千
九
百
四
十
一
万
六
千
百
五
十
五
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
一
億
九
千
九
百
四
十
一
万
六
千
百
四
十
五

円
減
少
し
、そ
れ
ぞ
れ
三
千
四
百
四
万
八
千
百
七
十
八
円
、

三
千
四
百
四
万
八
千
百
七
十
七
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
三
月
二
十
七
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
五
丁
目
五
二
番
二
号

株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

代
表
取
締
役

秋
山

広
宣

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
七
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

福
島
県
会
津
若
松
市
町
北
町
大
字
始
字
深
町
六
七

番
二
号

北
斗
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役

清
水

郁
男

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
七
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
台
東
区
駒
形
二
丁
目
五
番
八
号

株
式
会
社
エ
ス
・
ワ
イ
・
エ
ス

代
表
取
締
役

清
水

郁
男

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
七
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
台
東
区
駒
形
二
丁
目
五
番
八
号

株
式
会
社
シ
ス
コ

代
表
取
締
役

清
水

郁
男

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
株
主
総
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
十
一
日
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
六
番
一
二
号
六
本

木
Ｋ
Ｓ
ビ
ル
五
階

ピ
ク
セ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

谷
川

直
哉





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

五
五

改
正
後
欄

終
り
か
ら
一
一
第
一
項
第
三
号

第
一
項
第
四
号

九
四

改
正
後
欄
一
三



〃

改
正
前
欄九

〃

改
正
後
欄
一
四「［

１
．
・
２
．
略
］」

を
削
る
。

〃

改
正
前
欄
一
〇「［

１
．
・
２
．
同
左
］」

を
削
る
。

「（
記
載
上
の
注
意
）」

を
削
る
。

（
原
稿
誤
り
）終り

か
ら

一
二
三

六10号
26号

令和年月日 金曜日 第号官 報
株
式
交
換
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
株
式
会
社
ソ
ラ
ス
ト
（
乙
、
住
所
東

京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
五
番
三
号
）
を
完
全
子
会
社
と

す
る
株
式
交
換
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
株
式
交
換
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

掲
載
頁

三
頁

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

Ｍ
Ｐ

２
６
０
５
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
田

亨

合
併
公
告
及
び
合
併
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

掲
載
頁

三
頁

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
乙
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
株
券
提
出
日
で
あ

る
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
ま
で
に
乙
に
ご
提
出
下
さ

い
。令

和
八
年
八
月
二
十
一
日

大
阪
市
中
央
区
城
見
二
丁
目
一
番
六
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ビ
ッ
ト

代
表
取
締
役

南
部

明

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
四
番
一
号

（
乙
）
Ｂ
Ｔ
２
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
岡

修

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ク
オ

チ
ェ
ン
・
リ
ー
及
び
高
橋
圭
祐
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し

異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
三
丁
目
三
番
六
号
ワ

カ
末
ビ
ル
七
階

フ
ラ
ウ
シ
ャ
ー
・
セ
ン
サ
ー
テ
ヒ
ニ
ク
・
ゲ
ー

エ
ム
ベ
ー
ハ
ー

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ク
オ
チ
ェ
ン
・
リ
ー

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
第
二
種
金

融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

奈
良
県
橿
原
市
内
膳
町
五
丁
目
三
番
三
一
号

株
式
会
社
フ
ク
ダ
不
動
産

代
表
取
締
役

福
田

文
彦

取
得
条
項
付
新
株
予
約
権
の
一
部
の
取
得
及
び
取
得
日
の

通
知
公
告

当
社
は
、
左
記
の
と
お
り
、
当
社
の
取
得
条
項
付
新
株

予
約
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

一
、
取
得
す
る
取
得
条
項
付
新
株
予
約
権

当
社
発
行
の

第
一
回
新
株
予
約
権
の
う
ち
、
当
社
又
は
当
社
子
会
社

の
役
職
員
の
地
位
を
喪
失
し
た
者
が
有
す
る
新
株
予
約

権
の
全
部

千
八
百
九
十
七
万
四
千
五
百
五
十
個

二
、
取
得
の
日

令
和
八
年
九
月
七
日

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
二
三
番
一
号

株
式
会
社
ジ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

中
村

彰
利

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
十
七
億
千
百
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
の
開
示

状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
三
十
日

掲
載
頁

一
四
六
頁
（
号
外
第
二
十
一
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
二
号
鉄
鋼

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
四
階シ

ー
ピ
ー
エ
ス
特
定
目
的
会
社

取
締
役

山
本

祐
紀

取
消
公
告

令
和
八
年
七
月
十
六
日
掲
載
の
左
記
会
社
に
係
る
合
併

公
告
を
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

東
京
都
立
川
市
柴
崎
町
三
丁
目
六
番
二
九
号

（
甲
）
東
京
中
央
都
市
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
澤

真
也

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
東
京
ベ
イ
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
澤

真
也

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
一
番
一
号

（
丙
）
ホ
テ
ル
東
京
ベ
イ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
澤

真
也

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
十
七
日
（
号
外
第
一
八
三
号
）
掲
載
の

決
算
公
告
中
、「
株
式
会
社
本
間
調
剤
薬
局
」と
あ
る
は「
株

式
会
社
本
町
調
剤
薬
局
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
い
た
し
ま

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
一
日

扱

店

令
和
八
年
五
月
二
十
二
日
（
号
外
第
百
十
三
号
）
公
布

内
閣
府
令
第
五
十
一
号
（
資
金
移
動
業
者
に
関
す
る
内
閣

府
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
）

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日
掲
載
の
横
浜
家
庭
裁
判
所
相

模
原
支
部
に
係
る
令
和
八
年
（
家
）
第
七
〇
一
七
号
相
続

財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相
続
権
主
張
の
催
告
中
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